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 いわた 
文化財だより 第 173 号 

磐田市教育委員会教育部文化財課 令和元年８月 1日発行 
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かいまいおくりじょうのこと 

●開催期間:開催中～2020 年 3 月 31 日（火）まで 

 （休館日については上記をご確認ください。） 

●場所:旧見付学校 1 階西側展示室 入場無料 

 

 6 月に入館者 50 万人を達成した、国の史跡『旧見付学校』を大特集！現在開催中の企

画展、昨年度の台風による被害と初公開の資料、イベント情報などを紹介します。ぜひ、

この夏も旧見付学校へ行ってみませんか。 

 

祝 

50 万人達成 
入館者 

展示の様子 

 現在、旧見付学校 1 階西側の展示室にて、企画展『旧

見付学校歳時記』を開催中です。 

 旧見付学校でおこなったイベントの写真、館内を見学

した小学生の感想などを展示しています。 

 

 

なんかもうつあｋれた。 

１ 開催中！企画展『旧見付学校歳時記』 
特集 

旧見付学校 入館無料  

●開館時間:午前 9 時～午後 4 時 30 分  

●休館日:月曜・祝日の翌日・12/29～1/3 

●住所:〒438-0086 磐田市見付 2452 

●TEL/FAX:0538-32-4511 

 

TEL:0538-32-4511
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旧見付学校では「昔の授業体験」や「絣
かすり

の着物で写真撮影・

昔の遊びを体験」等のイベントを開催し、子どもたちが明治・

大正期の時代を体感、学習できる場となっています。 

また、石盤・石筆や昔の遊びを体験できるほか、教科書や

教材、民具などの展示も充実しており大人から子どもまでが

それぞれの視点で学び、楽しめることが魅力です。 

 

「総合的な学習」や「社会科学習」を目的に訪れる市内 

 

台風で崩落した板瓦 

（字が見やすいよう画像を加工しています） 

 

 

まじでねむいｍねむいみがまｓっくすはー

とでござる 

はがいあたいうへあかるめに・・・ 

 今回、初公開となる展示品（左画像）を紹介し

ます。『修理 柳本誠治 昭和五拾壱年』、この文

字は、昨年、市内外に甚大な被害をだした台風 24

号により崩落した板瓦（壁に埋め込まれていた瓦）

に刻まれていました。 

「昭和五拾壱年」（1976）は、建物内部の間仕

切等を、明治 16 年（1883）の 5 階増築時の姿に

戻すための保存修理工事の時期です。 

 刻まれた名前「柳本誠治」は、特注の板瓦を製

造した柳本一郎の関係者だと思われます。 

旧見付学校東壁の様子（左から 2018年 10月 4日、2019年 1月 27日、2019 年 7月 12日） 

 

 

まじでねむいｍねむいみがまｓっくすはーとでござる 

 見付地区はかつて東海道が通る宿場町であり、歴史

や文化の息づく地域です。春におこなわれる「いわた

大祭り」や秋におこなわれる「見付宿たのしい文化展」

等、地域との連携により伝統文化や歴史的な背景を感

じる場ともなっています。昨年の「見付宿たのしい文

化展」では、磐田に残るしっぺい伝説の紙芝居や、楽

器の演奏などをおこないました。 

 

②地域と連携し、伝統文化を感じる場としての旧見付学校 

 壁面が昭和の修理工事から、40 数年風雨に耐えた証となる発見でした。 

 今回の展示では、崩落した板瓦のほか、台風被害の修復の様子を写した写真もあわせ

て展示しています。 

①学習の場としての旧見付学校 

昔の授業体験（卒業証書授与） 

教室での楽器演奏の様子 

破損 修復 完成後 

2 ここも魅力！○○な場としての旧見付学校 
特集 

 旧見付学校の魅力は、国の指定文化財であるという点だけではありません。特集 2で

は、○○な場としても魅力がある旧見付学校を紹介します。 

3 初公開！修復を伝える板瓦 
特集 
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旧見付学校と旧赤松家記念館で、子どもを対象としたクイズラリーを開催します。90

点以上で文化財課オリジナルのクリアファイルをプレゼントします。 

かすりの着物を着て、見付の町を歩いてみませんか？当日は、

旧見付学校内や散策コースで撮影もお楽しみいただけます。 

●とき:9 月 29 日（日）9:30～11:30／13:30～15:30（受付時間） 

●対象:かすりの着物は幼児～小学生着用可。 

散策は保護者同行でお願い致します。 

●参加費:無料 

●申込:受付時間内に直接旧見付学校にお越しください。 

ただし着物の枚数に限りがありますので、待ち時間が 

生じる場合があります。 

●その他:撮影は保護者の方がおこなってください。 

着用後 90 分以内に旧見付学校へ戻り、着物の返却をお願いします。 

●とき:開催中～9 月 29 日（日） 

●対象:3 才以上小学 6 年生まで 

●参加費:無料（※参加はお 1 人様 1 回限りです。） 

●申込:不要 

 

 
①旧見付学校または旧赤松家記念館の事務所で問題 

用紙をもらおう！ 

②両施設でクイズを 

解こう！ 

③クイズが終わったら 

事務所で答え合わせを 

しよう！ 

【クイズラリー】旧赤松家記念館   

磐田市見付 3884-10 入館無料 

開館時間:午前 9 時～午後 4 時 30 分  

休館日:月曜・祝日の翌日・12/29～1/3  

TEL/FAX:0538-36-0340 

 

 90 点以上でオリジナルファイル

4 種類のうち 1 枚をプレゼント!! 

 

 

 

ねむたくてねむたくてまじでで

ふるえるでｓな 

●参加方法● 

かすりの着物を着た児童 

【クイズラリー・かすりの着物】旧見付学校 

磐田市見付 2452 入館無料 

開館時間:午前 9 時～午後 4 時 30 分  

休館日:月曜・祝日の翌日・12/29～1/3  

TEL/FAX:0538-32-4511 

かすりの着物で写真撮影＆町並散策 ②旧見付学校 

①旧見付学校入館 50万人突破記念＆旧赤松家記念館 15周年記念 
キッズのためのクイズラリー ～めざせ 100点！～ 

参加者募集 

開催中！  

問合せ 

 8 月、9 月はイベントも開催します！ぜひ、この機会にご参加ください。 

4 やってみっか！イベント情報 
特集 
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旧見付学校の展示は今年度いっぱいまで

開催しております！また 8月 25日ま

で、中央図書館で夏の企画展も開催中で

す。あわせてお楽しみください。 

発行：磐田市教育委員会事務局教育部 
文化財課(磐田市埋蔵文化財センター) 
住所：〒438-0086 磐田市見付 3678-1 
電話：0538-32-9699  
◆WEB 版は市 HP から閲覧できます。磐田市 文化財だより 検索 

 

  

 

   

 

  

  

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編 
 集 
 後 
 記 

消えゆく民俗文化 
コラム 
職員リレー 

村松 千津子 

先頃、匂坂上原地区の風習やしきりたりなど、地元に残る文化を守り伝えることで後

世へつないでいきたいという思いを綴った、鈴木久雄氏の『匂坂上原の民俗』が刊行さ

れた。 

その中に、私の幼年時代の懐かしい思い出の一つとして今でも記憶に残っている、

「庚申
こうしん

様」についての記載があった。当時どこの地区でもおこなわれ、私の地区、海老

島では「お庚申様」と言っていた。この「お庚申様」は、庚申
かのえさる

の晩に当番の家が、ご馳

走を作り、座敷に庚申様が書かれた掛軸をかけ、祭壇の準備をする。日中は子どもたち、 

『匂坂上原の民俗』鈴木久雄著 

 

 

夕刻からは大人が集まり、五穀
ご こ く

豊穣
ほうじょう

・家内安全等を祈願し、食事

をしながら夜半まで話に興じた。本来の宗教的行事というより地域

の親睦・コミュニケーションの場として大きな役割を果たしてきた

といえる。 

海老島では 50 年程前に廃止されたが、伝統的民俗文化が消えて

いくのは、本当に寂しいものである。鈴木氏の思いが身に染みる。

社会生活の変化や時代の流れということで受け止めていいのかと

自問自答してしまう。 

●期間 開催中～8 月 25 日（日）月曜休館 ●時間 9:00～18:00（土・日曜 17:00 まで） 

●会場 磐田市中央図書館 1 階展示室 入場無料 

参加者募集 

●日時 8月 18日（日） 14:00～16:00（予定）    

●会場 磐田市立中央図書館 2階 視聴覚ホール 

●定員 申込み先着 130 名 ●参加費 無料 

●申込 電話で文化財課までご連絡ください。（後日、入場券を送付します。） 

●問合せ・申込先 文化財課 ℡0538－32－9699（平日 8:30～17:00／土・日・祝日休み） 

記念物 100年展参加事業 

磐田百年物語 ～いわたには伝えたいものがある～ 

企画展記念講演会 『古代遠江と都城
とじょう

のつながり』 
 開催中の企画展「～いわたには伝えたいものがある～ 磐田百年物語」の記念講演会を

開催します。木簡
もっかん

から、古代の遠江と都城のつながりにつ 

いて語っていただきます。 

 

●演題 『古代遠江と都城のつながり』 

●講師  舘野
た て の

和己
か ず み

先生 

 （奈良女子大学名誉教授・近
ちか

つ飛鳥博物館館長） 

 

CGによる遠江国分寺の推定復元画 

講演会 

企画展 

※磐田市立中央図書館にてご覧いただけます。 


